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Abstract
Sun protection factor (SPF) is as an index to measure the ultraviolet B (UVB) blocking effect of a sunscreen product, 

and the amount applied at the time of SPF measurement test is 2.0 mg/cm2 according to international standards. However, 
the actual applied amount of a sunscreen emulsion has been reported to be approximately 1 mg/cm2. Since formulations of 
sunscreen products have diversified in recent years, in this study, we investigated the actual usage amount of each form. A 
questionnaire survey was conducted among 131 women in their age ranged from 20s to 50s. The four commonly used formu-
lations of sunscreen products were ①milky lotion, ②gel, ③base cream, ④spray, and their actual usage amount on the face 
was ①0.3, ②1.2, ③0.5, ④0.5 mg/cm2, respectively, and that on the arm was ①0.3, ②0.9, ④0.2 mg/cm2, respectively. The 
amount of application was calculated by actual measurement in 20 volunteers, and no divergence from the questionnaire re-
sults was found. This survey also demonstrated that the actual usage amount of the sunscreen product is less than the applied 
amount at the time of SPF measurement and that sufficient UVB blocking may not be achieved.
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1. 緒 言

近年，オゾンホールの拡大による地上に降り注ぐ太
陽光線量の増加が問題視され，なかでも紫外線 B波，A
波，さらには可視光線の一部や近赤外線による皮膚障
害，いわゆる光老化が注目されている。光老化として
は，シミ，シワ，タルミなどの老徴が化粧品業界，美容
業界では主要な対象であるが，皮膚科領域では，高齢化
社会を迎え，長期間の太陽光線への暴露から生じる皮膚
がんも重要な疾患となる。その太陽光線から皮膚を守る
有効な方法としてサンスクリーン剤の使用が挙げられ，
太陽光線の害に関する啓発の進んでいるオーストラリア
では，小児期から外出時にはサンスクリーン外用，着
帽，衣服による保護が習慣づけられている。本邦におい
ても，皮膚科医有志による「光老化啓発プロジェクト」
が開始され，光老化対策の重要性が徐々に社会的に認知
されつつある。

ところで，サンスクリーン剤の UVB, UVA遮断効果
の指標として SPF, PAが用いられるが，これらの測定試
験方法は国際規格によって定められおり，いずれも測
定時の塗布量は2.0 mg/cm2である 1）。しかし，過去の論
文によると剤型が乳液の場合，実際の塗布量は1 mg/cm2

程度であり，SPF, PAともに標示された効果は得られな
いことが報告されている 2）。
近年サンスクリーン剤は，光老化を防ぐ目的で年間を
通じて日常的に使用することが勧められ，その剤型は多
様化している 3）。なかには，のびのよい軽い使用感のも
のもあり，実際にはどの程度の量のサンスクリーン剤が
塗布されているか現状を調査する必要があると考え，多
数例におけるアンケート調査とボランティアでの実使用
試験を行い，その結果を比較検討したので報告する。
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